
指定管理者評価シート

事業名 所管課（電話番号）

１　施設の概要

名称 所在地

開設時期 延床面積

目的

事業概要

主要施設

２　指定管理者

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

地域コミュニティ施設運営管理費 北区市民部地域振興課（757-2407）

札幌市篠路コミュニティセンター 札幌市北区篠路3条8丁目11-1

1985年10月19日 1960.47㎡

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り地域住民の福祉の増進に寄与
する。

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

【１階】ホール、集会室、図書室　　【２階】会議室、料理室、和室、視聴覚室、藍染室

労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団

令和5年（2023年）4月1日～令和10年（2027年）年3月31日

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営さ
れることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンター
の管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が
築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に
寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設
立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関
わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が
行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

施設数：１施設

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

複数施設を一括評価の場合、その理由：

Ⅰ　基本情報



Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■基本方針を適
切に策定し、公
正・公平な施設
運営に取り組ん
でいる等、要求
水準を達成して
いると認められ
る。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

■平等利用を確
保する上での基
本的な方針を定
め、関係規程等
に基づき適正に
取り組んでいる
等、要求水準を
達成していると
認められる。

1.貸室の公平性の確保
　

2.区民講座・交流事業

3.施設活用事業
　

▼取り組み実績について

▼法人の理念である地域を豊かにする働き方として、「利用
者との協同」「地域との協同」「働く仲間との協同」に基づき、
次の基本方針を策定
①気軽に立ち寄りやすい雰囲気をつくります
②既存のコミュニティと共存する新しいコミュニティをつくりま
す
③地域の生涯学習の拠点としての情報を発信します
④区民のニーズおよび市の施策に即した講座・事業を企画
します
⑤スタッフの専門性を高め、生涯学習についての身近な相
談窓口となる機能を構築します
⑥歴史ある地域の特色を活用した生涯学習の場を提供しま
す

▼策定した基本方針に
より、適正かつ有効な
管理運営を行うことが
できた。

▼生涯学習の拠点とし
て地域利用者のニー
ズに応じた講座や事業
を積極的に行なってい
る。

▼利用者の立場に立ち
必要な備品の購入を行
う、修理するなど快適
に利用していただくこと
ができた。

▼次の基本方針を策定
①情報を広く市民に知らせます。
②利用の公平性を確保します。
③誰にでも開かれた運営をします。
④利用に際し必要な支援と設備環境を整えます。

▼基本方針に基づき、
平等利用に取り組み、
管理運営することがで
きている。

▼貸室の予約方法に
ついては、定期利用者
であっても新規利用者
であっても、常に丁寧
に説明を行っており円
滑に行われている。

札幌市区民センター条例、施行規則、使用承認取り扱い
要領、使用許可に係わる審査基準を遵守している。また、定
期的な利用者も、初めての利用者も、公平公正に対応し、
利用方法や予約の手順、キャンセル制度の説明を、その都
度丁寧に行っている。

　館内掲示、札幌市からのお知らせ、地デジアプリ、こみし
ん（センターの広報紙）、ホームページにて情報を発信して
いる。地域の郵便局や銀行などにポスターを掲示している
他、LINEとインスタグラムも活用している。
　講座は、申し込みが定員を超える場合には講師と相談の
上、可能な限り定員数を増加して希望者全員が受講できる
ように行い、定員に満たない場合には講師と調整しながら申
込期間の延長をするなどして受講者を募り、定員に満たない
人数でも開講している。
　介護予防センター篠路と共催の交流事業である年間を通
した「はつらつ健康体操教室」、冬期期間限定の「インターバ
ルウォーキング」は、高齢者の意識が高く毎回多くの参加者
で賑わっている。

▼センター便りには、
講座や事業の情報を
詳しく掲載して毎月欠
かさず発行している。
平成30年4月から図書
だよりも隔月で発行を
継続している。

▼告知期間や受付期
間は、告知が平等に行
き渡るように、配慮して
設定している。

囲碁将棋、バドミントン、卓球、バレーボール、親子ファミ
リー開放、親子卓球の施設活用利用者には、有料利用が優
先となる施設活用のルールについて丁寧に説明し、理解し
た上で利用してもらっている。どの種目の施設活用利用者
にも便利なように、毎週水曜日に、翌週の施設活用実施日
を決定し告知している。
　また、中学生以上の学生を対象に、土日祝日と夏休み・冬
休み期間の空き室を活用して、自習室としている。高校生以
上を対象の平日夜間帯の自習室利用も行っている。

▼有料利用が増えて
毎週行えない事業があ
るが、たくさんの方が利
用し喜んでいただいて
いる。自習室は受験の
ための勉強にも使われ
喜ばれている。



▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

■関係規程を遵
守し、資源・エネ
ルギー使用量
の削減、グリー
ン購入指定品の
使用に積極的に
取り組んでいる
等、要求水準を
達成していると
認められる。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事
者の確保・配置、人材育成）

▼篠路コミュニティセンターの人員配置 ■管理運営業
務を適切に行い
得る組織が整備
され、従事者が
適切に配置され
ている。また、
計画に基づいた
研修・勉強会を
実施するととも
に、外部の講
習・研修等への
参加など、人材
育成の取り組み
が十分になされ
ていることから、
要求水準を達成
していると認め
られる。

1

1

3

1

1

2
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組 ■定期的な会
議やミーティン
グ等により職員
間の情報共有を
行い課題を共有
するとともに、利
用者の声を基に
業務の見直しを
行う等、要求水
準を達成してい
ると認められる。

札幌市の「環境指針」に基づき取り組んでいる。 ▼継続的に光熱水費
の節約に努めている。
トイレに節電ご協力の
ポスターを貼るなど日
頃から意識付けをして
いる。

▼ファイル、コピー用紙
などは、一度使用した
物を再利用するなど常
に無駄のない使い方を
心がけている。

▼電気・ガス・水道
　外灯の消灯時間の工夫、夜間のトイレ便座スイッチオフ、
ガスの温度調整など、節電省エネに取り組んだ。
トイレの電気については、ポスターを掲示し利用者にも節電
を呼びかけている。

▼コピー・印刷・事務用品
　内部資料は裏紙を使用するなど使い分けて節約に取り組
んでいる。ＯＡ用品、文具事務用品、トイレットペーパー等に
ついては、グリーン購入ガイドライン指定品を購入している。

▼札幌市環境マネジメントシステムの各種取り組みを参照し
運営している。

▼食器用・洗濯用・手洗い用の全ての洗剤を無添加洗剤を
使用している。

▼協定書に基づき、責
任者及び人員を適切に
配置している。

▼図書室には司書2名
を配属しており、適宜
対応が可能な体制を
とっている。

▼職種は異なっても、
センターの運営上のこ
とは、全員が責任を持
つ。特に講座や事業な
どの企画立案は、それ
ぞれの得意分野や気
づきを活かした取り組
みを行っている。

▼外部研修、内部研修
を実施した。

職種 職務 雇用形態

館長 事務室 統括 常勤

副館長 事務室 常勤

事務 事務室 非常勤

図書 図書室 図書司書 常勤

図書 図書室 図書司書 非常勤

図書 図書室 図書業務 非常勤

事務室 事務 非常勤

清掃 全館 清掃業務 非常勤

▼館長・副館長のいずれかは必ず出勤している体制で勤務
している。
▼各部署ごとに職務リーダーを配置している。
▼スタッフは自分の担当職以外の仕事も協力しあえる体制
をとっている。
▼研修計画に基づいて職員研修を実施している。
▼36協定を締結し、労働基準監督署に提出している。

▼毎月１回、スタッフ全
員参加の定例会議を
開催し情報を共有し、
より良い運営を行うよう
努めている。

▼会議やミーティング、
朝夕礼では、利用者と
の係わりの中での気づ
きや発見、地域の課題
を共有している。

▼スタッフは毎月月報
を提出。当月の振り返
りと、翌月の目標を
個々に設定し、業務に
取り組んでいる。

▼スタッフ全員が参加する会議を毎月１回行い、館全体の
運営や、事業の企画、経営、課題の解決に向けての対策な
ど、話し合いを行っている。
▼各部署ごとのミーティングを毎月１回行い、業務の確認と
改善、利用者のサービス向上に向けた話し合いをしている。

▼朝礼、夕礼を毎日実施。その日の利用状況や翌日の確認
など、情報を共有している。
▼日報として、毎日引き継ぎ文書を記入作成。全スタッフが
同じ情報を共有できるようにしている。
▼アンケートや、ご意見箱に投函された利用者の声を活かし
ながら運営を行っている。

配置
部署

夜間
事務

人数

事務・総務

事務・総務・経
理



▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

▼運営協議会の開催状況は下表のとおり。

開催回 協議・報告内容

第1回
6月19日
（木）

1．委員の紹介
2．令和6年度収支決算・令和7年度収支
計画
3．令和6年度利用実績
4．令和6年度地域の憩いの場活用事業
5．令和6年度利用者アンケート集計報告
6．令和7年度事業計画
7．その他

■運営協議会
が所定の回数
開催され、必要
な事項について
協議されている
等、要求水準を
達成していると
認められる。

第2回
10月29日
（水）

1．交流事業・講座について
2．藍染活動について　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　3．自主事業還元につ
いて
4．その他

第3回
1月30日
(金）

1．今年度の事業について
2．修繕について
3．自主事業還元について
4．その他

第4回
3月12日
（木）

1．第2回・3回運営協議会の内容につい
て
2．令和7年活動報告
3．令和7年度利益還元について
4．令和8年度事業計画について
5．令和8年度の運営協議会について
6．その他

▼第三者委託は、札幌
市の承認を得て実施し
ている。業者の選定
は、市内業者数社から
見積もりを取った上で
行っている。

■市内の複数の
業者から見積書
を取るなど適切に
対応しており、要
求水準を満たして
いると認められ
る。

▼第三者委託業務は以下の通り。
①機械警備　②自家用電気工作物保安管理　③消防設備
点検　④防火対象物点検　⑤ボイラー保守点検　⑥ガス
ヒートポンプ点検　⑦受水槽清掃及び水質点検　⑧エレベー
ター保守点検　⑨自動ドア装置保守点検　⑩舞台装置保守
点検　⑪建築基準法定期点検　⑫外構緑地管理　　⑬除雪
　⑭定期清掃　⑮産業廃棄物処理　⑯古紙回収

▼作業の前後は必ず
スタッフが確認し、説明
を受けている。

▼仕様書にある作業回数を遵守し、作業報告書の提出を受
け確認している。

▼協定書通り年4回開
催した。

▼年4回のうち第2回、
第3回は、札幌市と指
定管理者のみで行な
い、他2回は全ての構
成員で開催した。

▼協議会委員とスタッ
フは日頃から関りを大
事にしており、良いコ
ミュニケーションが取れ
ている。館の活動を大
変良く理解していただく
ことができている。

▼協議会委員には、コ
ミセン夏まつり、篠路文
化祭、しのろ紙袋ラン
ターンまつりなどに協
力していただき、良い
連携が取れている。



＜協議会委員＞
・篠路茨戸連合町内会（3名）
・篠路茨戸地区社会福祉協議会（2名）
・篠路茨戸地区民生委員児童委員協議会（1名）
・篠路茨戸地区青少年育成委員会（1名）
・施設利用者（2名）
・「ふれあいわが街」編集者（1名）
・篠路チョボラ会（1名）
・篠路茨戸まちづくりセンター（1名）
・札幌市北区市民部地域振興課（1名）
・指定管理者（1名）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　要望・苦情対応

■要望・苦情等
について適切に
対応しており、
要求水準を達成
していると認め
られる。

■各記録を適切
に取扱うととも
に、アンケート調
査及び結果分
析、セルフモニ
タリングが適切
に行われてい
る。また、協定
書に基づく各報
告書類が適切
に提出されてい
る等、要求水準
を達成している
と認められる。

■実地による財
務関係書類等
の検査により、
帳簿・現金等が
適切に管理され
ていることを確
認している。ま
た、現金取扱規
程を定め、適切
に運用する等、
要求水準を達成
していると認め
られる。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▼指定管理業務に係わる収支については、独立した帳簿及
び預金口座で管理している。
▼現金等の管理については、法人で定めた現金取扱規定に
より、適正に管理している。
▼本部経理部員による内部監査及び公認会計士による外
部監査を実施している。
▼利用料金、講座、交流事業等の支払いを受けた際には、
必ず複写式の領収書を発行し、翌日には口座に入金してい
る。
▼釣銭と小口現金は、毎日金種と金額を複数のスタッフが
確認し、閉館時に金庫に入れて保管している。金庫の鍵も厳
重に管理している。

▼労働者協同組合
ワーカーズコープ・セン
ター事業団北海道事業
本部では、札幌市のコ
ミュニティ施設において
統一した経理処理方法
を行なっており、当館も
それに沿って財務管理
をしている。

▼要望や苦情を受けた際には真摯に伺い、全スタッフが責
任と自覚を持って丁寧に対応している。
▼毎日の朝礼と夕礼において、報告と対応及び検証を行っ
ている。
▼全スタッフが出席する毎月の会議の中で、出来事や対応
を振り返り、事例検討を行っている。
▼利用者との日常会話を大切にし、日頃からひとりひとりの
声に耳を傾けている。中には困りごとを相談に来る方もおり、
対応は真摯に行っている。

▼ロビーに「ご意見箱」
を設置しているほか、
利用者の要望・苦情を
日頃の関わり、会話か
ら迅速に察知し対応で
きるようにしており、相
談しやすい環境を作る
よう努めている。

▼全スタッフが出勤時に確認する「日報」の記録によって、
館の状況や貸室の手配、利用者に関する情報を共有してい
る。
▼「日報」は毎日の朝礼夕礼においても確認し、業務内容を
はじめ、利用者や地域の情報を報告している。
▼全スタッフは毎月月報を提出。個々の業務の内容につい
ての記録と振り返りを行っている。
▼当館主催事業（講座・交流事業）企画書の内容についてセ
ルフモニタリングを実施している。
▼札幌市への検査等の対応についてもスタッフ同士で協力
し合い行っている。
▼札幌市に求められている報告書は定められた要領で提出
している。
▼令和7年度、札幌市から年1回の実地検査（業務検査、財
務検査）を受け、適正な管理業務を行っている。
▼ご意見箱の回答やアンケート結果はロビーに掲示してい
る。

▼セルフモニタリングを
行い、事業の成果を確
認しながら業務に取り
組んでいる。

▼日報、清掃日誌など
の記録をもとに、勤務
体制の異なるスタッフ
同士が情報を共有し、
仕事の引継ぎを行なう
ことができている。

▼各種規定、報告書、
収支関連、経理関連書
類は規定に従い保存し
ている。



（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■実地による関
係書類の検査
等により、労働
関係法令が遵
守され、関係規
則等が整備され
ていることを確
認した。また、
職員の要望に
応じた勤務シフ
ト作成などによ
り雇用環境維持
向上を図る等、
要求水準を達成
していると認め
られる。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■利用者等の
安全確保が適
切に行われてお
り、事故等は発
生していない。
また、拾得物の
取扱いも適切に
行わており、関
係各所との連絡
体制も確立して
いる等、要求水
準を達成してい
ると認められる。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

■維持管理が
適切に行われて
おり、設備は適
宜修繕対応する
等、要求水準を
達成していると
認められる。

▼入職時には、労働時間・賃金その他労働条件を明記した
確認書を交わしている。
▼パート勤務者には最低賃金を上回る1,075円の時給を支
給している。3年以上勤務している者には1時間当たり経験手
当15円を加算している。
▼36協定を締結し、労働基準監督署長に届けている。
▼全ての労働者を労災保険に、条件を満たす労働者を雇用
保険に加入している。
▼労働者の勤務形態、家族状況等に応じて社会保険に適
切に加入している。また必要に応じて適切に届け等を行って
いる。
▼雇入れ時に健康診断を実施している。
▼1年に1回定期健康診断を実施している。
▼労働基準監督署からの行政指導を受けなかった。
▼事務機器や什器等については、作業に適した操作が行え
るよう配慮して配置している。

▼法人の組織運営及
び就業規則を記した冊
子をスタッフ全員に配
布するとともに、いつで
も閲覧できるように事
務室内に設置してい
る。

▼スタッフの健康管理
のために、管理職以外
に衛生管理推進者を置
き管理しているほか、
勤務体制もそれぞれの
希望をなるべく配慮し
てシフトを作成し職員
に無理のない体制を心
掛けている。

▼職員は、朝・昼・夜のほか、適宜館内を見回り、利用者の安
全の確認を行っている。閉館前には最終確認として、夜間ス
タッフが見回りを行い施錠している。
▼すべての貸室に、緊急避難経路を掲示している。
▼緊急対応マニュアル、危機管理マニュアルを作成し、スタッ
フに周知徹底している。
▼設備関係等の外部機関緊急対応表、スタッフ緊急連絡網を
作成し、緊急時の連絡体制を整えている。
▼拾得物・紛失物は、発生日時・場所委・内容・担当者を台帳
に記入し適正に管理している。貸室利用直後に発見した忘れ
物は、該当の利用者に連絡を取り、迅速に持ち主に返却でき
るようにしている。
▼保険については以下の通り加入している。
・労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団として「企
業総合賠償責任保険」に加入。
指定管理者の過失により公の施設またはその設備を損傷した
場合、または利用者に対して身体及び財産上の損害を与えた
場合
　　　　　身体賠償　　1名1億円　　1事故4億円
　　　　　対物賠償　　1事故1,000万円
・篠路コミュニティセンターとして「行事保険」に加入。
区民講座、地域交流事業参加者の自己、怪我に対応。

▼館内外に異常な箇
所が無いか、定期的に
意識して巡回を行なっ
ている。

▼貸室内の備品につい
ては安全に留意して配
置している。それぞれ
の部屋の利用目的によ
り針の忘れ物、鏡の転
倒など危険が伴わない
よう最善の配慮をする
工夫も意識して行って
いる。

▼拾得物は、利用者の
目に止まりやすいよう
ガラスケース内に置き
施錠している。時計な
ど高価な物と判断する
場合は金庫で保管して
いる。

▼日常清掃は、毎日自前で実施している。定期清掃もできる
だけ自前で行っているが、大がかりで難しいところは委託。
管理業務等仕様書に基づいた回数を行っている。
▼機械警備を第三者に委託。業務内容は警備日報で毎日
確認するとともに、月末に出退記録を提出してもらっている。
▼保守点検については、管理業務等仕様書に基づき定期的
に行なっている。
▼修繕が必要となった事項は札幌市と協議の上、協定書に
基づき札幌市または指定管理者が負担し、対応した。修繕し
たものは以下の通り。
【指定管理者負担】
・ボイラーの水漏れによる部品交換
・清掃用具室　流し台排水管修理
・清掃用具室　水栓取替工事
・電気炉修理
・暗幕カーテン作動修繕
・清掃用具室　火災感知器交換
・正面階段タイル補修
・２F男子トイレウォレッシュレット交換

▼館の老朽化が進み
あちこちに支障をきたし
ているが、簡易な修繕
は、スタッフが行い、迅
速に対応している。



▽　防災

■避難訓練の
実施等、防災計
画に基づき適切
に取組が行わ
れており、要求
水準を達成して
いると認められ
る。

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

令和7年度 計画 実績 ■実績は計画よ
りも少ない結果
となったが、もと
もとの計画数が
多く、要求水準
は大幅に上回っ
ている。また、
多様な講座を実
施しており、毎
年同じ講座とな
らないよう見直
しをおこないな
がら、魅力ある
講座の開拓に
努めていること
が認められる。
また、受講者の
満足度も非常に
高く、利用者増
が期待できる。
今後も受講者が
更に増えるよ
う、積極的に取
り組まれることを
期待する。

講　座　数 30 26

回　　　数 69 58

受講生数 403 202

講　座　名

▼消防計画を策定し、12月・3月に通報・避難訓練を実
施した。
▼緊急時対応について、マニュアルの周知徹底をして
いる。

（4）事業の
計画・実施
業務

▼避難訓練を実施し、
通報・避難誘導等を再
確認した。

▼当館が地域避難場
所であることから、緊急
時を想定し、防災備品
を定期的に確認し補充
するなどしている。

▼講座数は計画より少
なかったが、より内容を
充実した講座を開講す
ることができた。

10 9 90 100 100

10 4 40 100 100

5 2 40 100 100

10 10 100 100 100

14 10 71 100 100 ▼サークルメンバーの
減少が目立つ中、サー
クル紹介を積極的に
行った。

10 中止 ー ー ー

10 10 100 100 100

12 4 33 100 100

10 5 50 100 100

24 25 104 100 100

5 4 80 100 100

4 4 100 100 100

8 5 63 100 100

40 23 58 100 100

15 9 60 100 100

10 4 40 100 100

8 中止 ー ー ー

10 7 70 100 100

10 3 30 100 100

12 9 75 100 100

10 15 150 100 100

20 11 55 100 100

定員
受講
者数

定
員
達
成
率

理
解
度

満
足
度

藍建て講座

親子えほん料理講座

簡単ヨガ体操講座

踊れば美人フラダンス講座

歩き方教室

札幌歴史探訪

おやこ藍染体験講座

篠路シルバー水曜大学

簡単ヨガ体操講座

足のセルフケア講座

ポールdeウォーク

写経体験講座

夏休みダヨ小学生司書体験講座

きてみてみんなで踊ろう阿波踊り講座

藍染体験講座

親子夏休みアイシングクッキー講座

生きた化石マメシジミの秘密を探ろう

心と身体をtリフレッシュフラダンス講
座

おもしろ電波教室ラジオづくり体験講
座

カラダ軽やかイス体操講座

ベビーヨガ講座

カラダ軽やかイス体操講座



はじめての３B体操講座

美容カイロ講座

自分でできる簡単な本の修理
講座

グラスサンドアート講座

本の装備講座

珈琲ハンドドリップ体験講座

６年生限定司書体験講座

実施
日数

参加
目標

参加目標
達成率

おはなしの会まんまるころころ

コミセンウォーキング会

コミセンみんなで一緒に運動会

10 中止 ー ー ー ▼図書スタッフによる
本に関する講座が毎年
人気であり、継続を求
める声が多い。特に親
子料理講座は親子で
できることから好評を
得ている。

15 9 60 100 100

15 5 33 100 100

6 2 33 100 100

20 中止 ー ー ー

8 3 38 100 100

10 6 60 100 100

6 4 67 100 100

▼はつらつ健康体操
は、回数を重ねるごと
に人数が増えており、
継続することで更に健
康増進につながってい
る。

▼おはなしの会は、地
域の有志がスタッフと
共に運営し内容及び参
加者数の向上、スタッ
フのスキルアップを図
り、楽しんでもらえる内
容を企画して参加者増
につながっている。

■さまざまな事業
を企画・実施して
おり、多くの事業
で参加目標を達
成し、中には目標
を大きく上回る事
業もあるなど、要
求水準を達成し
ていると認められ
る。
今後、更に参加
者数が増えるよう
積極的に取り組
まれることを期待
する。

264

1,623

朝のラジオ体操 1,764

187

きずなサロン 248 ▼きずなサロンの参加
者数が安定している。
毎回楽しみに来てくれ
ている方が多い。サ
ポーターの方も声かけ
をして新規参加者も増
えている。

ぬいぐるみおとまりかい 8

コミセン夏まつり 1,729

お琴ロビーコンサート 38

篠路文化祭 1,931

卓球交流会 48

73

24

おうち食堂 174

子育ちおまごサロン 41

54

220

10

55

英藍高校藍染体験 37

フットパス藍染体験 6

▼クリスマス会を開
催。子どもから大人ま
で楽しめる企画で今年
もたくさんの方に来て
いただき喜んでいただ
けた。

▼みんなでいっしょに
運動会を開催。1歳か
ら88歳まで73名参加。
とても楽しんで頂き、終
了直後から継続の声
があがっていた。

毛糸でワンちゃんのマスコットをつくろ
う講座

参加
人数

コミセンはつらつ！健康体操教室

えほん世界旅行みてきいてたのしんで

マンドリンアンサンブルアリエッタ
マンドリン・ギターコンサート

子どもも大人も
みんなでたのしむクリスマス

小中学生と大人のための読書会

ピアノロビーコンサート小さな音楽会

▽　地域住民の交流を目的とした事業に関する業務

令和7年度 計画 実績

行　事　数 22 22

回　　　数 445 446

参加者数 7,604 8,648

事業名

12 96 275%

26 1,344 121%

359 2,010 88%

7 224 83%

11 176 141%

1 6 133%

1 800 216%

1 24 158%

1 800 241%

1 38 126%

1 64 114%

1 24 100%

3 120 145%

12 48 85%

1 48 113%

1 48 458%

1 10 100%

1 24 229%

2 28 132%

1 5 120%



やってみよう！
図書館たほいや

ピアノロビーコンサートピアノ発表会

レファレンス件数

1 24 83%

1 16 513%

■藍染体験講
座の充実や
様々な校種の
学校で体験授
業を行っている
など、要求水準
を達成している
と認められる。

種目
令和6年度 令和７年度

回数 参加者数 回数 参加者数 ■有料利用の
ため実施できな
い事業を除いて
は、各事業月に
１回以上実施し
ており、参加者
数の少ない事業
においては事業
内容を工夫する
等、要求水準を
達成していると
認められる。

バドミントン 16 194 20 234

バレーボール 19 180 20 37

卓球 39 574 44 638

囲碁将棋 103 993 101 919

自習 122 233 115 333

親子卓球 4 5 2 0

5 7 6 23

合計 308 2,186 308 2,184

▽　図書業務

▼利用状況

【開室日数・貸出数・レファレンス件数等の前年比】

令和6年度 令和7年度 増減
■図書室の利
用促進のため、
様々な企画を
行っているととも
に、利用しやす
い環境整備に務
める等、要求水
準を達成してい
ると認められる。

279 278 -1

49,147 47,590 -1557

15,016 14,875 -141

204 237 33

381 316 -65

20

82

篠路天然藍染協議会と連携し、以下の藍染体験事業を行っ
た。
今年度は6年ぶりの染料から作る藍建て講座を実施。
近隣小学校・高校へ出張体験授業も行った。
夏まつりでは藍染体験コーナーを設け、藍染の体験を通し
篠路の藍の歴史を広く知ってもらう。
今年度も敷地内に畑をおこし藍を育てた。

・藍建て講座5月19日（月）～6月6日(金)
・あいの里高等支援学校体験授業7月17日（木）
・藍染体験講座（各1回）7月19・26（土）、8月3１日(日)
・夏まつり藍染体験7月21日(月・祝)
・親子藍染体験講座8月２日（土）
・鴻城小学校藍染体験授業9月3日(水）
・フットパス藍染体験9月27日（土）
・英藍高校体験授業　9月29日(月)・10月3日（金）
・教育大附属小学校藍染体験授業10月6日（月）

▼ロビーの藍染展示
コーナーは、藍染サー
クルが交代で作品を展
示。歌舞伎展示共々、
目的をもって来館する
方が増えている。

▼藍染体験講座では
体験と共に藍栽培の歴
史も紹介し、篠路の伝
承文化であることを
知ってもらう取り組みを
している。

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業務

▼親子卓球は利用が
少ないため、６月から
ファミリー開放へ統合し
た。
▼バレーボールは来年
度から夜間時間帯に変
更予定。

▼前年比では貸出冊
数、利用者数ともに減
少だが、館内閲覧利用
は増加傾向。閲覧席が
満席になる時間帯がほ
ぼ毎日ある。貸出冊数
の減少は団体利用が
減ったのが原因と考え
られる。団体へのアプ
ローチも進めていきた
い。

開室日数

貸出冊数

利用者数

利用者案内数

ファミリー

) )

) )

) )

) )

) )



一般特集 児童特集

4月～　
　　5月

5月～　
　　6月

6月～　
　　7月

7月～　
　　8月

8月～　
　　9月

9月～
　10月

10月～
　11月

11月～
　12月

12月～
　1月

1月～　
　　2月

2月～　
　　3月

3月～　
　　4月

▽図書室業務

ティーンズ特集

野菜づくり・
庭づくり

おでかけしよう！

▼月１回、図書スタッフ
ミーティングを実施。日
常の業務内容確認や
情報共有をし、図書室
の環境改善について話
し合っている。

味な本 いただきまーす！

ため本！ おくりもの 部活×本
▼一般・児童・ティーン
ズ（※中高生）を対象に
月替わりで特集展示を
し、利用しやすい図書
室、読書環境を整えて
いる。特集入替は毎月
第４金曜日の図書整理
日に実施。

家族が集う夏 なつ！ 自然観察

ほっかいどう
の作家

色いろイロ ことば

ロングセラー絵本
ココロトカラダヲ

マモル

おいしい～！読書
週間

失敗しても大丈
夫！

▼直木賞・芥川賞・本
屋大賞など受賞情報を
はじめ、メディアで話題
になったなど、地域・社
会の状況、利用者の興
味関心に寄り添い、ミ
ニ展示等を都度企画し
ている。

年末年始の
お助け本

ふゆのおたのし
み

温まる本
あつめました

干支の
どうぶつたち

一回読んどく？
古典・名作

戦国へGO！ ふゆ
日本のこと
ちゃんと知っと

こ！

ココロ整える
旅する・旅立つ

えほん

読んでみよう！
入試で出題さ
れた小説

春スタート！ はるがきた！ 春に

▼図書館たほいや5/24（22名）▼施設見学・篠路小2年生
7/2（50名）・百合が原小2年生9/24(98名）▼小学生司書体
験講座7/31・8/1(4名）▼小6限定司書体験3/8・3/15（4名）
▼職業体験受入・栄中2年10/30(3名）・上篠路中2年11/2（2
名）・太平中11/19(2名）▼ぬいぐるみおとまりかい6/28～29
（9名）▼ＰＯＰコンテスト6月～9月▼「本探しクイズ」10/27～
11/9(65名）▼本の修理講座1/23(2名）▼本の装備講座
2/23(3名）▼図書室レター（隔月発行の図書室のおたより）
で新刊や寄贈本・図書室のイベントなどを周知している▼ボ
ランティア活動・本の読み聞かせ（毎月第3土曜）・本の修理
（毎月第1・3月曜）

ヒラケホン！

目には見えなくて
も…

しぜんとともに

▼小学校施設見学2校
148名
▼職業体験3校7名
▼POPコンテストや本探
しクイズ、ぬいぐるみのお
とまり会、読書会等イベン
トを行い、地域の方に喜
ばれている。職業体験を
機に中学校の図書局と協
力して図書館たほいやの
イベントを実施
▼ボランティア活動は役
割を持ち、楽しみながら
無理なく活動し地域貢献
につながっている。

読書週間

自分と同じ名前の作

家を読んでみる

職業体験に来た中学生

が選んでくれた私のス

スメ本



おはなしの会まんまるころころ
毎月第3土曜日　午前10時30分～11時30分

年間合計参加人数 276人

22人 19人 27人

17人 17人 31人

22人 27人 22人

19人 23人 30人

（5）施設利
用に関する
業務

▽　利用件数等 Ａ B Ｃ Ｄ

■貸室の目標
稼働率は50％
程度としている
ところ、全体の
稼働率は50.6％
と目標を達成し
ている。また、
利用者に対して
適切な案内を行
う等、利用促進
に資する取組を
行っており、要
求水準を達成し
ていると認めら
れる。今後も、
利用者の増加
に資する取組を
積極的に行わ
れること、稼働
率の低い貸室
の利用向上を期
待する。

▼おはなしの会
月に1度、読み聞かせボ
ランティアと図書スタッフ
で季節や参加者の年齢
を鑑みた絵本や紙芝居
等の読み聞かせを行って
いる。参加者が楽しめる
ようにわらべうたや簡単
な工作をするなど工夫し
ている。人形劇や楽器演
奏が好評、ボランティア
の活躍の場となってい
る。引き続き、絵本を通し
て参加者またはボラン
ティア同士のふれあいの
場づくりを目指す。

▼例年、年度末に自主事
業費で図書を購入・寄贈
し、読書環境の充実を
もって地域還元としてい
る。選書は地域の声を参
考にしている。令和７年
度は一般書・児童書計23
冊、約3万円分。

4月 8月 12月

5月 9月 1月

6月 10月 2月

7月 11月 3月

▼全体の稼働率は、
令和2年度31.5％
令和3年度39.9％
令和4年度40.8％
令和5年度48.4％
令和6年度48.1％
令和7年度50.6%
と、稼働率が伸びてき
ている

R6実績 R7計画 R7実績

ホール

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

集会室
1

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

集会室
2

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

会議室
1

件数(件) ▼令和7年度は貸室に
よって増減はあるもの
の件数、人数ともに前
年度並みであった。

▼時間貸し利用が更に
増えている。

人数(人）

稼働率(％)

会議室
2

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

和室
1

件数(件) ▼キャンセル制度を丁
寧に説明し理解しても
らうことにより、利用者
の金銭的負担が少な
い変更利用が多い状
況が続いている。

人数(人）

稼働率(％)

和室
2

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

料理室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

929 893 896

42,575 30,000 57,707

80.6 82.9 77.9

712 400 801

4,170 3,300 5,072

63.7 37.1 69.6

549 268 529

2,950 2,000 2,960

49.9 24.9 44.4

610 590 628

10,253 8,000 11,142

57.1 54.8 58.9

676 591 725

5,235 6,500 5,981

60.1 54.9 63.8

567 364 693

3,903 3,000 4,802

51.2 33.8 59.4

373 229 381

1,779 1,300 2,003

34.5 21.3 33.7

154 127 150

1,597 1,000 1,831

15.0 11.8 13.9

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )



視聴覚
室

件数(件) ▼講座は、空き室の多
い曜日と時間に開講し
ている。また、サークル
化につなげる事で貸室
の稼働率向上を目指し
た。

人数(人）

稼働率(％)

藍染室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

▽　不承認0件、取消し41件、減免47件、還付24件

▽　利用促進の取組

▼講座からのサークル化を目指して、講座の企画・コーディ
ネートを行っている。
▼窓口では丁寧な説明を心がけ、時間貸し、延長などの利
用方法を知ってもらうよう努めている。
▼キャンセル制度について理解してもらい、利用の変更が
あった場合は、利用者の負担が少なくなるようなアドバイス
をしている。
▼“サークル募集ポスターの掲示”を改善し、見やすくなるよ
う工夫するなど既存のサークル活動の継続やメンバーの増
員に協力している。新規サークルを目指す問い合わせにも
丁寧に寄り添うよう説明している。

▼高齢化もあり既存の
サークルメンバーの減
少が目立つ。増員を目
標に対応を考え、講座
を開催した。

▼平成22年7月から、
毎月１回「こみしん」を
発行している。令和8年
3月号で189号となっ
た。

▼センター便り「こみしん」を毎月発行している。篠路茨戸連
合町内会と太平・百合が原連合町内会、計72町内会、約
1200世帯に回覧している。
▼冊子「札幌市からのお知らせ」のほか、地域新聞web「ふ
りっぱー」に講座、地域交流事業の案内を掲載している。
▼ホームページには、講座や地域交流事業のお知らせ、施
設活用事業の最新情報を掲載している。
▼玄関ホールとロビーに掲示板を設置。「こみしん」のカラー
拡大版、施設活用カレンダー、講座、地域交流事業、図書室
のお知らせを掲示している。
▼ロビーに、サークル活動のポスターを設置。活動紹介やメ
ンバー募集など、各サークルがポスターを作成したものをラ
ミネートして貼り、見やすくなるよう検討しながら工夫しPRし
ている。
▼ウェブアクセシビリティの方針に基づいた対応に取り組ん
でおり、多くの皆様に「使いやすい」「見やすい」と感じていた
だけるホームページを目指し、見る人が見たい情報に早くた
どり着けるように、見出しの表示、リンクの貼り付け、文字の
大きさを工夫している。

▼コミセンコンサートの
際には、北海道新聞の
「さっぽろ10区」へ依頼
するなど集客するため
の工夫をしている。

▼札幌市のお知らせ冊
子に毎月のイベント情
報をまとめて掲載、
データ放送の配信で幅
広い方に情報を見ても
らえている。

前回からの継続指定のため、引継ぎ業務なし

676 632 813

3,654 2,000 4,496

60.6 58.7 70.7

142 115 211

712 500 1,125

8.3 10.7 13.6

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

) ) )

（6）付随業
務

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■センター便り
の配布やホーム
ページにおい
て、利用者の立
場に立った情報
発信を適切に
行っている等、
要求水準を達成
していると認め
られる。

▽　引継ぎ業務



２　自主事業その他

３　利用者の満足度

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■計画のとおり
自主事業を実施
し、これに係る
経理を区別して
適切に管理して
いる。また、市
内団体の活用
に務めている。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■利用者アン
ケートの結果
は、要求水準を
達成しているも
のと認められ
る。アンケート結
果により利用者
のニーズを的確
に把握すること
で、今後のより
良い施設運営に
生かしていくこと
を期待する。

▼行事の前には各業
者に連絡を入れ、自動
販売機の補充を行なう
ようにしている。

▼自動販売機(2台設置)
　　　　販売手数料収入　295,682円
▼古紙回収
　　　　回収手数料収入　35,048円
▼フットパスガイドマップ販売
　　　　販売手数料　　150円　
　　　　
▼上記収入合計　330,880円

▼フットパスガイドマッ
プは、出版から年数が
経っており販売数が
減っている。今年度の
売上は1だった。

▼第三者委託している業務は、全て市内企業に発注している。
▼障がい者就労施設「ていねさくら館」によるパンとおかしの販売を定期
的に受け入れている。

▼障がい者就労施設
のパン販売の日程は
館内掲示と「こみし
ん」、ホームページでお
知らせしている。

実施方
法

実施期間　1月4日～3月31日
配布部数413枚　　回収223枚　　回収率54.0％

▼アンケートの結果を
元に、より良い運営に
生かすよう会議で全員
で話し合い、テーマとし
て改善策を考えながら
日々向上に努めてい
る。

結果概
要

▼今年度は、貸室料金
が改定されたため、貸
室料金に対する意見が
増えた。

▼93％以上の利用者
から「利用したい」との
評価をいただいた。

▼職員は今後も利用
者の立場にたった親
切・丁寧な対応を心が
け運営していく。

回答者の内訳

性別　　　　　男性43名　女性149名　回答なし24名
年齢　　　　　80代以上25名　　70代91名　　60代31名
　　　　　　　　50代14名　 40代26名　　30代11名　　20代8名
　　　　　　　　10代8名　　　　
居住地域　　篠路78名　　太平百合が原29名
　　　　　　　  拓北あいの里41名　　その他北区21名
　　　　　　　  北区以外36名
利用頻度　　週に数回67名　　　月に数回114名
              　年に数回30名 　　 ほとんど利用しない6名
交通手段　　自動車150名　　公共交通機関20名
　　　　　　　　自転車8名　　　徒歩45名　　　その他1名

　　

1.本日はどのような目的で来館されましたか？
　貸室（サークル活動など）　184名　　　　　
　図書室10名　　その他19名　　

2.本日の利用目的以外で当センターを利用したことがあります
か？
　ある　137名　　　ない　65名
　〈利用詳細〉　　
　貸室（サークル活動など）　54名　　　　一般開放　17名
　図書室　56名　　　きっずコーナー　2名　　　イベントその他
27名

3.貸室（サークル活動など）を利用された方にお聞きします。ま
た貸室を利用したいと思いますか？
　ぜひ利用したい  146名　　　　利用したい  26名
　どちらでもない　7名
　あまり利用したくない 1名　　 利用したくない　3名



▼利用者アンケートと
共に直に聞く声も大事
にして今後の運営に生
かしていく。

▼札幌市の中でも1番
狭い図書室ではある
が、常に棚の整理整頓
を心掛け、気軽に本を
手に取ってもらえるよう
な配置の工夫や目に
留まるPOPの作成など
創意工夫をしている。

《評価の理由・ご意見など》
・もう少し貸室料が安いとたすかります
・貸室料が高いと思います
・整理整頓がされていて気持ちよく利用できる
・近くて便利④
・集まりやすいところだから
・冷暖房等が良い
・広さが充分で楽に活動できる
・予約がとりやすい
・サークル活動を続けたいため
・サークル活動に必要不可欠だから
・かりやすい
・使いやすい
・サークル活動に適した部屋なので
・年間通し同じ室で
・駐車場が広くて便利
・広くて利用しやすい②
・とても楽しい
・気持ち良く使わせていただいております
・きれい暖かい
・広くてすずしい
・特に視聴覚室は設備良し
・活動拠点のため
・運動のため
・わかりません
・徒歩圏だから
・毎週楽しく活動しているので

4.図書室を利用された方にお聞きします。

・また当センターの図書室を利用したいと思いますか？
　ぜひ利用したい  67名　　　　　利用したい  19名
　どちらでもない  17名
　あまり利用したくない  4名　　 利用したくない　7名

《評価の理由・ご意見など》
・近所のため
・種類が少ない②
・見たい本がある
・趣味の本の利用
・探していた本に対して、親身に対応してくださった
・興味のある本が沢山あるので嬉しい
・いつも整理され使用しやすいです
・昔の本が多いから
・自習できないので
・読みたい雑誌や本があるため
・札幌市内からとりよせてもらえる
・現状本を借りることはあなり無い
・日本史関係の本があればもっと良いと思います
・近くに図書室が無いので利用させて.もらってます
・図書室をよく利用するから
・親切・司書の対応が大変良い
・見たい雑誌や興味のある本があり、これからも利用したいと
思っております
・雑誌が好きだから
・徒歩圏だから
・たまたま利用
・対応よい②



5.講座を受講されたことがある方にお聞きします

・講座は満足していただけましたか？
　満足　･･･55名
　やや満足　･･･14名
　どちらでもない　･･･1名
　やや不満　･･・0名
　不満　･･･1名

・講座は分かりやすかったですか
　大変分かりやすい　･･･51名
　分かりやすい　･･･15名
　どちらでもない　･･･1名
　分かりにくい　･･･0名
　大変わかりにくい　･･･0名

・講座を何で知りましたか
　広報さっぽろ・データ放送　･･･3名
　札幌市からのお知らせ（冊子）　･･･7名
　回覧板(こみしん)　…18名
　ふりっぱー　･･･5名
　掲示板・ポスター　･･･15名
　ホームページ　･･･7名
　その他　･･･8名
　
　

▼講座の満足度が高
く、利用者に満足しても
らえる講座を開講する
ことができた。

▼館内の数か所にポス
ターを掲示する他、配
布用のミニポスターを
作成、気軽に持ち帰れ
るよう工夫し、たくさん
の方に好評を得てい
る。

▼大きなイベント時に
は来館者に講座や行
事を知ってもらう手段と
して、入口付近にチラ
シコーナーを設置し、
来館者への声がけも心
がけている。

▼概ね館内等は良いと
されているが、利用者
からの声もあがってい
るように施設の老朽化
が益々進み備品の劣
化も以前より増えてい
る。少しずつではある
が、自主事業による利
益還元などで備品を購
入している。

7.職員の言葉遣いや態度はいかがですか？

　　とても良い　･･･142名
　  良い　･･41名
　  普通　･･･11名
　　悪い　･･･1名
　　とても悪い　･･･3名　　
　　≪評価・意見など≫
　　・ていねいあたたかみがある.
　　・図書の方はきちんとあいさつされ好印象です
　　・館長、職員の方方々親切です
　　・特に接していないのでわかりませｒん
　　・とても良くしていただいているため
　　・本を借りる時う親切丁寧に教えていただき感謝しています

▼日頃から笑顔・挨拶
を心掛けているが、今
まで以上にスタッフ一
人一人の意識の向上
を目指し、地域の方や
利用者の方々との円滑
な交流を心がける。

みなさまにお聞きします
6.施設の雰囲気やサービスはいかがですか？
　　とても良い　・・・129名
　　良い　・・・48名
　　普通　・・・6名
　　悪い　・・・0名
　　とても悪い　･･･0名

　　≪評価・意見など≫
　　・掃除がきれい
　　・ごみ箱がほしい
　　・施設が明るい、職員さんが親切
　　・鍵開けがギリギリで始まりが遅くなります
　　・ポスター掲示、各サークル紹介等が良い
　　・すっきりしている
　　・とても良くしていただいている
　　・親切に対応して頂き感謝しております
　　・つるつるてかてか
　　　　　　　　　　



8.館内の清掃状況はいかがですか？

　　とても良い　･･･138名
　　良い　･･･38名
　　普通　･･･6名
　　悪い　･･･1名
　　とても悪い　･･･0名

　　≪評価・意見など≫
 　 ・素晴らしい
 　 ・古いわりには良いと思います
 　 ・清潔感がある。汚れがない
    ・トイレ掃除がきれいです洗面台もきれいです　
　　・トイレはいつもきれいです、ありがとう
　　・お菓子のくずやゴミが（糸くずなど）落ちている事がある
　　・きれい　　　　　　　　
　　・とても良くしていただいているため　　　　　　　　
　　・いつも整理整頓されていてきれいです
　　・音が聞こえない人が音がきこえるはどひびく

▼きれいに清掃されて
いるという意見が多く、
今後も清潔に心がけ
る。

▼すべての希望を取り
入れるのは難しいが、
今後もできる限り最善
をつくしていく。

9.
・コミュニティセンターのホームページをご覧になったことがあ
りますか

ある　･･･73名
ない　･･･104名

・コミュニティセンターのインスタグラムをご覧になったことがあ
りますか

ある　･･･9名
ない　･･･111名

　<<ホームページ、インスタグラムについてのご意見など>>
　　・とても良いと思う③
　　・初めての時は心配だったので見ました
　　・サークルの案内が詳しかったらよいかと思います
　　・わかりやすいですね
　　・ホームページ、ラインを登録をしており、各月の情報が　　
　　入る
　　・インスタグラムも時々見るが違和感自体無い
　　・見やすくて良い②
　　・説明がわかりやすい
　　・特に問題はないです
　　・good
　　　　

利用者
からの
意見・
要望と
その対
応



▼利用者からの意見
要望にはできる限り早
急に回答し、利用者ア
ンケート集計表をロ
ビーに掲示している。
改善できることは早め
の対応を取り入れる。

10.施設利用全般に関するご意見・ご要望など
・鍵が不揃いで使いづらい
・貸室料が高いので安くなると良いです
・お疲れさまです
・貸室料がもう少しダウンすると助かります。サークルの活動
の数が増　　　　えると思う
・夏はエアコンや温度調整できるものがあると嬉しいです
・自宅近くなので、子供がたまに１Fロビーで遊んでいることか
あります、親としてはこの様な出入り自由な施設があり、あり
がたいです
・いつもありがとうございます④
・今年も宜しく！
・値上がりして残念ですが、利用させていただきます
・時間貸しをネットでも１hずつでできるようになるとありがたい、
キャンセルも前日まで等できるようになるとありがたいです
・クリスマスのイベントはもっと子供に寄り添って、子供が沢山
動けるようなプログラムがいいと思います
・いつもありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたしま
す。
・毎年「えと」を頂きありがとうございます
・図書の本は定期的に他の図書館と交換しているのですか、
目新しい本が少ない
・いろいろなチラシ・パンフレットが置いていていいと思います。
関心があるチラシもあって、楽しみながら見ています
・夏にクーラーが欲しいです
・夏に扇風機を新しく入れてもらい、助かりました。夏はますま
す暑くなるので、冷風扇などもあるとありがたいです。エアコン
設備があると嬉しいのですが。
・卓球をしていますが暖房が効きすぎのようです
・いつもありがとうございます。おかげ様で毎週、子ども達の笑
顔が見れています
・モップが汚い、交換して欲しい③
・近々コミセンの建て替えがあると聞きましたが、まだまだ大丈
夫だと思います。地域のコミュニティとして頑張ってください。
サークルに参加される男性の片がすくないので、男性たちにア
ピールするよう何か考えて欲しいです
・いつもサークルで使わせていただいています。きれいで良い
です
・職員の皆さんの対応がとても良いです。トイレもきれいで感じ
良い
・本をもっと広く扱って欲しいです
・毎回、会場を予約するが、せめて月単位で出来たら...年齢的
に苦痛になります
・図書室を広くして本を多くしてほしい
・日頃の活動の様子が分かるのでありがたいです。楽しみに
待っております。ありがとうございます。
・ホールの床が滑ります
・施設内は小ぎれいにされており、又、消毒用アルコールも備
えてあり、きちんと管理されているように感じます



４　収支状況

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 R7計画 R7決算 ■物価の高騰
や最低賃金の
改定等があり、
計画に比べ、支
出が増となった
ものの、積極的
利益還元も行っ
ており、収支均
衡となっている
ことからも、適正
に運営されてい
ると認められる。

収入 40,346 43,145 2,799

40,025 42,814 2,789

26,925 26,925 0

利用料金 12,000 13,971 1,971

その他 1,100 1,918 818

自主事業収入 321 331 10

支出 40,030 42,866 2,836

39,975 42,815 2,840

自主事業支出 55 51 ▲ 4

収入-支出 316 279 ▲ 37

266 279 13

266 279 13

法人税等 0 0

純利益 50 0 ▲ 50

【参考】 R7決算 内容

指定管理業務による利益還元 798 下記のとおり

▽　説明

差

指定管理費

（決算-計画） ▼収入は利用料収入
は計画を上回った要因
は料金改定の影響が
プラスとなった。
支出は物価上昇、光熱
費の値上げ等もあり計
画より2,836千円上回
り、収支は計画より37
千円のマイナスとなっ
た。

利益還元

▼その他収入には、講座・交流事業に係る収入の他、光熱水費高騰対応
分695千円が含まれる。
▼指定管理業務支出は、計画より2,839千円の増となった
▼指定管理業務による利益還元として798千円分の備品を購入した。
▼利益還元は、下記の内容に使用した額である。
　　【自主事業による利益還元】
　　<購入備品>
　　・ホール得点板
　　・図書室蔵書
　　・「夏まつり・クリスマス会」出演料他
　　・子育ちおまごサロン遊具
　　【指定管理業務による利益還元】
　　・ホール用大型扇風機
　　・藍染用台車
　　・折りたたみ机
　　・キャスター付掲示板
　　・電気炉修理
　　・正面玄関タイル補修
　　・ボイラ循環ポンプ修理
　　・ウォシュレット修理
　　・清掃用具室詰まり修繕
　　
▼収支は計画に対して-50千円となった。

指定管理業務収入

指定管理業務支出

自主事業による利益還元



▽　安定経営能力の維持

▼労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団は全国に事業所
を持つ協同組合の組織で、単独の事業所・現場だけではなく、相互に経
営安定を維持できるように連携している。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及
び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

▼貸室利用状況の変化
今年度も定期的な利用者の他に、家族や友人と一緒に時間
貸しを利用する方が増えてきている。藍染室という特殊な部
屋がある中、50.6%と目標利用率50％に到達できたことは大
変喜ばしい。

▼講座・地域交流事業・施設活用事業
講座・交流事業とも事業計画以外に設置目的に沿った多く
の事業を実施し、特に市民のニーズに応えた講座等を行
い、利用者に好評だった。長い間活動を続けているサークル
も高齢化に伴い人数が少しずつ減少している。新サークル
の立ち上げ、既存のサークルの継続を目標に今年度も多く
の講座を開講した。特に力を入れた藍染事業では、多くの方
が藍染に興味を持ち講座に参加してくれている。このほか、
講座から新しく立ち上がったサークル、既存のサークルの人
数増加など、結果に繋がったことが我々職員の励みとなっ
ている。
夏まつりは予想以上の来場者で館が埋め尽くされ、賑やか
なイベントとなった。また、コミセン運動会やクリスマス会も
老若男女が一緒に楽しんだ。クリスマス会帰りの際に配布し
たスタッフ手作りの干支の置物も大変喜ばれた。

▼地域とのかかわり
篠路コミュニティセンター横「コスモスふれあい畑」を管理し
ているコスモス会から花の苗をいただき、桝花壇に植えた。
また、今年度も引き続き地域のボランティアの方が、毎週花
壇の手入れやゴミ拾いなどを積極的に参加した。
「おはなしの会まんまるころころ」では職員とボランティアとが
協力し、月1回、絵本の読み聞かせのほか人形劇・工作・手
遊びなど毎回充実した内容となっており、多くの親子連れの
方が楽しみに来館されている。
　
▼地域に根ざした活動「しのろ紙袋ランターンまつり」「おうち
食堂」
しのろ紙袋ランターンまつりは篠路コミセンが最初に始めた
が、呼びかけを地道に行ってきた結果、篠路茨戸地区連合
町内会、篠路茨戸地区社会福祉協議会、篠路まちづくり促
進委員会などの協力を得て、主催は、しのろ紙袋ランターン
まつり実行委員会が組織され、地域に根ざしたまつりに発展
している。また「おうち食堂」は隔月ながら開催し好評を得て
いる。

▼藍染事業の拡大、継承
次年度もサークル化に繋がるよう、藍染講座や地域との交流
事業をを充実させる。また、学校からの体験講座の依頼もある
ので、地域団体からの藍染体験の依頼を通して藍染の継承に
力を入れていく。

▼サークルの存続・新規サークル化
サークルの人数が増えないなどの課題が残っている。現サー
クルの紹介を含め、意見を聞くと共に講座開催を多角的に分
析し、サークルの存続や新サークル誕生に繋がる方策を考
え、次年度も充実した講座を目指す。

▼地域のニーズをつかむ
篠路茨戸地区の高齢化に伴う地域が抱える問題や貧困問
題、子育て環境などがあるが、この地域にある自治会組織と
連携し、コミュニティセンターとして果たすべき役割は何か、問
題解決の糸口を子ども食堂や交流事業を通して考えていきた
い。

▼職員のスキル、意識向上を図ることが地域に貢献できる組
織として重要と捉え、積極的に様々な研修に参加し管理運営
に反映させていく。
また、アンケート結果の分析を行い、ミーティングなどで話し合
いの場を設け改善すべきところは早急に対応し、多くの方が訪
れるよう、より良いコミュニティセンターを目指す。

▼地域の居場所として
誰もが気軽に訪れることができ、ここに来ることで気持ちが明
るくなり笑顔になれるよう、利用者の立場に立った丁寧な対応
を継続し、「また明日行こう」と思うコミュニティを目指していく。

▼SNSを利用した広報活動
施設の利用促進やサービス向上に繋げるため、現在行ってい
るLINEとInstagramをさらに活用し利用者の増加に取り組んで
いく。

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団
員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

適 不適

適 不適

Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項



　

総合評価 改善指導・指示事項

施設の目的に沿った適切な管理運営が行われている。地
域おこしに結びつく取り組みなど、積極的な施設の利用
促進に努め、貸室利用率が50％を超えたなど結果も出て
いるとともに、利用者からの評価も高い水準を維持してい
る。引き続き、円滑な施設運営を行っていただくとともに、
利用者のニーズを踏まえながら様々な事業に取り組み、
更なる利用促進を図っていくことを期待する。

改善指導・指示を要する事項は特になし。


